





























































年度 関西学生対校女子駅伝 全日本大学女子駅伝 全日本大学女子選抜駅伝
(創部) 6区間30.0km 6区間38.0km 7区間 43.4km
2013 17位 1時間56分03秒
(1年目) （1位タイム差16分00秒）
2014 6位 1時間44分32秒 21位 2時間14分03秒
(2年目) （1位タイム差 5分46秒） （8位タイム差 5分47秒）
2015 6位 1時間43分32秒 13位 2時間10分23秒 13位 2時間29分42秒
(3年目) （1位タイム差 2分42秒） （8位タイム差 2分30秒） （8位タイム差 2分30秒）
2016 5位 1時間41分50秒 13位 2時間08分53秒 13位 2時間31分30秒








































1 松山大学 9 2時間03分56秒 14 白鷗大学 21 2時間09分16秒
2 立命館大学 27 2時間05分07秒 15 順天堂大学 24 2時間09分29秒
3 名城大学 18 2時間05分38秒 16 中央大学 26 2時間09分44秒
4 京都産業大学 23 2時間06分07秒 17 鹿屋体育大学 13 2時間10分10秒
5 大東文化大学 6 2時間06分12秒 18 東北福祉大学 14 2時間10分14秒
6 大阪学院大学 23 2時間06分18秒 19 大阪芸術大学 4 2時間10分24秒
7 日本体育大学 28 2時間06分50秒 20 中京大学 32 2時間13分20秒
8 東洋大学 4 2時間07分34秒 21 石巻専修大学 2 2時間15分30秒
9 関西大学 9 2時間07分37秒 22 環太平洋大学 1 2時間15分54秒
10 福岡大学 28 2時間07分45秒 23 活水女子大学 1 2時間17分13秒
11 東京農業大学 24 2時間08分19秒 24 新潟医療福祉大学 5 2時間17分46秒
12 城西大学 23 2時間08分48秒 25 北翔大学 14 2時間21分42秒





























































月 火 水 木 金 土
㻝 㻿㼜㼑㼍㼗㻌㻒㻌㻸㼕㼟㼠㼑㼚 国際関係論 Crirical Wri Ⅰ Read and TransⅠ データ分析
㻞 ESP Ⅰ Crirical Wri Ⅰ 経済分析 情報処理演習 基礎中国語
㻟 中国語会話Ⅰ Read and TransⅠ Gra in Use Ⅰ 中国語会話Ⅰ 㻿㼜㼑㼍㼗㻌㻒㻌㻸㼕㼟㼠㼑㼚
㻠 基礎中国語 フレマンセミナー











































































































































153 38639 3999 26.1
2014
(2014.2-2015.1)
159 107094 8160 51.3
2015
(2015.2-2016.1)
192 348845 10976 57.2
2016
(2016.2-2017.1)
164 303246 11387 69.4
表４．Facebook各指標の推移
｜ 243 ｜
本学特別強化指定クラブ「女子駅伝部」の創部から４年間の成果検証
覧者数に相当）の総数と、「いいね」ボタ
ンを押してくれた人（記事に積極的関心
を持ってくれた人ととらえる）の総数を示
す。創部１年目と比較し、４年目のリーチ
総数は約８倍に、「いいね」総数は約３倍
に増えた。
　図２には、１投稿あたりの「いいね」の
平均数の推移を示した。表３で「いいね」
総数をみると、2015、2016年度のここ２年ではその大きな増加はないが、投稿総数で割った１
投稿あたりの数でみると、ここ２年において大きく増加していることがわかる。外に向かって
オープンな組織であるために、このFacebookの活動をさらに継続推進していきたい。
４－３．学内への広報
　女子駅伝部の活動が４年を経過した中で、学内での関心、特に在学生の関心が低いと感じる。
これは女子駅伝部の活動にだけ関心がないというわけではなく、在学生が、自分や自分の知り
合い以外の関西外大生がどのような分野、機会でどのように頑張っているのか、というような
横に対する関心が総じて低いと感じる。これは、約17万人いる本学卒業生の母校への愛着とい
う縦のつながりの濃淡にも関係していると感じる。
　在学生にとっての健全な身近のモチベーションは、周囲の誰かの頑張りを見て、よし自分も
頑張ろうと思うようになる、横の関係性であろう。また、卒業生との関係という点でも、卒業
生が社会で活躍している姿に憧れて在学生が頑張ったり、在学生の頑張りを見て卒業生が自分
の原点を見直して頑張ろうと思ったり、ということが、好ましい縦の関係性であろう。そういっ
た横、縦の関係性がいい形で深まっていくように、卒業生までを含めた学内の広報活動、交流
機会をもっと増やすことが必要であり、そのことに女子駅伝部としても貢献していきたいと考
える。
　女子駅伝部の規約には、部の存在価値のひとつとして、大学関係者、地域の方々に明るい話
題を提供することがあると定めた。女子駅伝部の頑張りで、大学や地域が元気になったり、一
体感を持ったりすることのきっかけになれば、これほどうれしいことはない。
　女子駅伝部への関心が、大会成績のみに限ってしまうのはもったいない。大会成績よりも、
普段の練習の取り組みの様子こそ、最も見る価値があると感じている。部員たちが日々練習に
必死に取り組む姿には、間違いなく人を魅了する力がある。2018年度から、現在のキャンパス
が閉鎖されて新設の御殿山キャンパスに移転することになり、今の練習場である学内400mト
ラックが閉鎖されるのが大きな懸念材料だが、これまでの練習場は練習の様子が見えにくい立
図２．1投稿あたりの平均「いいね」数
｜ 244 ｜
山　本　泰　明
地だったことを考慮して、この移転を契機に、普段の練習を見てもらう機会を増やすようにし
たいと考えている。部員も、練習風景を見られることをプラスの緊張感にしていけるといい。
　また、このキャンパス移転を契機に、チームとして学内でのボランティア的な活動を広げる
ことを進めていきたい。教職員向けのランニング教室や、在学生、留学生を対象にした駅伝と
いったイベントを企画、運営することを実践していきたい。
５．総括
　全体として、創部以来の４年間で本学女子駅伝部が果たしてきた成果は少なくないが、未成
熟なものが多く、長期的視点でみるとまだまだ発展途上である。女子駅伝部があることで、大
学（在学生、卒業生、教職員）が、地域が、社会が少しでも元気になるよう、感謝の気持ちを
持ちながら、活動を発展させていきたい。
　チームを創部する際に作成した規約で、チームで共有する価値観を「自立」と「協同」とし
た。自立した人物、チームへと仲間同士で協力しながら成長していくことと、チームとしての
高い競技レベルで活動することを両立できるように促しながら、部員が生き生きと活動できる
環境へとさらに整備を進めていきたい。
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